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出雲市農業委員会委員

遊木　龍治 ● 神田　　伯【高松】 ● 落合　光啓 ● 岡田　征記【出西】

松井　幸男 ● 松本　尚幸【長浜】 ● 河原　　基 ● 青木　敏男【伊波野】

若槻　博美 ● 大梶　泰男【大社】 ● 板垣　房雄【佐田】 ● 上野　正夫【直江】

塩野　一男 ● 岡　　　正【平田】 ● 持田　守夫【多伎】 ● 佐野　芳夫【久木】

原　　孝治 ● 渡部　靖司【灘分】 ● 石飛　忠宏【湖陵】 ● 江角　昭夫【出東】

石飛　政樹【神西】 ● 水　　　壯 ● 伊藤　美樹【荘原】 ● 今岡　　充

第２期【任期：令和２年９月２２日～令和５年９月２１日】

農政部会長

会　長
【四絡・川跡】

【高浜・鳶巣】

【今市・大津・塩冶・上津】 【桧山・東・伊野】

【久多美・佐香】

【稗原・朝山・乙立】

【古志・神門】

【国富・西田・鰐淵・北浜】

農地部会長

会長職務代理者
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農地の賃借料情報をお知らせします

おたずね/出雲市農業委員会事務局　☎２１－６７６２　

地区 氏名
今市・大津 山本　　清

塩冶 吾郷　正巳
古志 高橋　勝美
高松 天野　明浩
高松 岸　　勝範
高松 安田　　誠
高松 高橋　幸義
高松 足立　博幸
四絡 鎌田　　勉
高浜 倉橋　輝夫
高浜 原　　郁夫
川跡 得能　幹雄
川跡 石橋　平吉
鳶巣 三代　孝行
上津 嘉本　良市
上津 槇原　輝夫
稗原 西尾　寿雄
稗原 永島　誠治
稗原 小畑　　稔

１．田の部〈10アールあたり〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円）

地域名 出　　雲 平田 佐田 多伎 湖陵 大社 斐川平坦部　 中山間部
平均額 4,800 6,300 5,800 4,500 1,100 2,100 6,200 5,400 

２－１．畑の部（果樹を除く）〈10アールあたり〉

地域名 出　　雲 平田 佐田 多伎 湖陵 大社 斐川平坦部　 中山間部
平均額 6,300 10,000 6,900 3,000 － 7,000 7,000 4,700 

２－２．畑の部（果樹）〈10アールあたり〉		 	

地域名 出　　雲 平田 佐田 多伎 湖陵 大社 斐川平坦部　 中山間部
平均額 9,000 10,900 9,000 － 2,900 7,000 17,500 16,000 

　農地法改正によって標準小作料が廃止になった代わりに、賃貸借契約の目安として１０アールあ	
たりの貸借料の平均値を示しているものです。
※あくまで参考ですので、実際の貸借料は各種条件を考慮し、貸し手、借り手双方で協議をして決めていただきますようお願いし
ます。

※出雲市の賃借料情報は、令和元年１０月から令和２年９月までに締結された賃貸借契約の賃借料の情報をもとに算
出したものです。表中の「－」は、該当案件なしという表示です。

　出雲市全体としては、賃借料を伴わない農地の貸し借り（使用貸借）が貸し借り全体の約５割を占めています。
※賃借料を物納支給（水稲）としている場合は、３０㎏あたり６，２００円に換算しています。
※金額は算出結果を四捨五入し、１００円単位としています。１０アール未満は１０アールに換算しています。
※地域の平均額は、各地域の平均値（四捨五入前）をデータ数により加重平均した値です。
※出雲地域の中山間部は上津、稗原、朝山、乙立地区です。平坦部はそれ以外の地区です。
※各地区の最高額、最低額など詳しい内容はホームページにて掲載しています。

地区 氏名
朝山 勝部　　守
朝山 鳥屋尾克己
乙立 今岡　　隆
神門 岸　　　勝
神門 勝部　義幸
神門 飯塚　孝司
神西 森　　直美
神西 柘植　健樹
神西 小村眞喜雄
長浜 小村　明道
長浜 藤江　　進
長浜 石飛　伸幸
長浜 春日　紀元
平田 立石　行雄
灘分 西尾　　彰

国富・西田・鰐淵・北浜 原　　広信
国富・西田・鰐淵・北浜 松浦　孝治
国富・西田・鰐淵・北浜 原　満千男
国富・西田・鰐淵・北浜 川瀨　　勇

地区 氏名
久多美・佐香 奥　　敏昭
久多美・佐香 金築　昭夫
桧山・東・伊野 長﨑　吉久
桧山・東・伊野 角　　貞徳
桧山・東・伊野 多久和耕二

佐田 田部　延幸
佐田 大崎　　強
佐田 藤原　昭充
佐田 今岡　　隆
佐田 山本　　操
佐田 大矢　　操
佐田 竹下　勝博
佐田 岩﨑　郁夫
多伎 石飛　　準
多伎 石飛　嗣男
多伎 玉川　惠一
湖陵 岸　　　保
湖陵 大野　定利
湖陵 吉田　　肇

地区 氏名
遙堪 内藤　盛雄
遙堪 周藤　和雄

荒木・杵築・日御碕 小村　郁治
荒木・杵築・日御碕 松井　　勉
荒木・杵築・日御碕 川上　利治

荘原 渡部　直人
荘原 二瀬　　勉
荘原 福嶋利樹夫
荘原 石川　喜己
出西 多々納佳高
出西 樋野　　實

伊波野 中尾　敏美
伊波野 三島　利夫
直江 佐藤　文男
久木 古川　正一
久木 先久　伸二
出東 周藤　幸夫
出東 高橋　真治
出東 原　　幸一
出東 竹下　　諭

【任期：令和２年１０月１２日～令和５年９月２１日】
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